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公益財団法人日本医療機能評価機構　認定病院患者安全推進協議会

施設・環境・設備安全部会

概要

外来男子トイレにて患者さんが手を洗うため、ソープを手のひらへプッシュしたとき、ソープのノズル先端の劣化が

あり、手のひらに先端があたり皮膚の損傷が起きた。

要因

定期的なメンテナンスを行っておらず、トラブルなどの報告が上がったときにメンテナンスを行う状況だったため、

破損に気づかず使用されていたと考えられる。

対策

外来だけ古いタイプのソープディスペンサーだったため、自動でソープが出るものへ全館で統一したものへ変更し

た。

発生内容

発生内容：ソープディスペンサー使用時の皮膚の損傷 要因：メンテナンス不足 対策：全館のソープディスペンサー

の状況確認をし、新しい自動ソープディスペンサーへ交換した
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